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北限地帯ブナ林の繁殖期の烏類群集

鈴木祥悟’・由井正敏’・伊達功２

はじめに

北海道黒松内の歌才ブナ自生北限地帯（以下「歌才ブナ林」という）は，日本における

冷温帯林の代表樹種であるブナの分布北限として知られており，渡島半島以南の冷温帯と

以北の汎針広混交林帯を区分する地帯として注目を集め，植物学上，多くの研究がなされ

てきている．しかし，ここに生息する鳥類についての報告は，これまでほとんど見あたら

ない．そこで，1986年と1989年に鳥類調査を行ない，歌才ブナ林の繁殖期の鳥類群集構造

を明らかにしたので報告する．

報告にあたり，調査にさいしお世話になった元黒松内営林署長の山根政夫氏と八雲営林

署総務課長の佐藤三男氏，ならびに本稿をご校閲いただいた日本野鳥の会研究センター所

長の樋口広芳博士に感謝申し上げる．

調査地と鯛香経過

調査地は，北海道寿都郡黒松内町の函館営林支局黒松内事業区515林班の歌才ブナ林で，

標高140ｍ程度の低地林である．面積は約92haで，ほぼ全域がおおむね原生状態を保持し

ている樹高20ｍほどのブナ天然林からなっており，天然記念物と鳥獣保護区にも指定され

ている（Fig.１)．

調査は，1986年７月９～11日と1989年７月２日に行なった．この時期は，森林性鳥類の

繁殖最盛期から後期にあたる．各調査日とも天候は薄曇りであり，1986年７月９日を除き，

調査は早朝に行なった．調査方法は，ラインセンサス法が主であるが，1986年７月11日に

はプロットセンサス法も実施した．ラインセンサスは，林内の歩道を利用し，1986年７月

９日と10日は1.7kｍの区間を往復，1986年７月11日と1989年７月２日には1.5kｍの区間に

ついて，進行速度は時速約1.5kｍ，観察半径は50ｍで行なった．プロットセンサスは，l

ha（100×100ｍ）の区画の中央に10分間滞在し，出現する鳥類を記録するという方法で行

ない，ラインセンサスと同じ林内歩道を利用して，場所を移動しながら９回くり返した．

両センサス法とも，家族群で観察された場合は２個体として記録した．

結果と考察

Tablelに調査結果を示す．なお，1986年７月９日の調査は昼すぎから夕方にかけて補
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今回の調査で，歌才ブナ林で記録された鳥類の累積種数は32種であり，大半が森林をお

もな生息の場としている森林性の鳥類であった．このうち，日本では北海道だけに分布し

本州以南には分布していない種は，ハジブトガラだけであった．なお，今回の調査が短期

間であったことを考えると，種数は今後の調査でさらに増加すると思われる．優占種はセ

ンサス間でいくぶん違いがあるものの，センダイムシクイ，キビタキ，ハジブトガラやシ

ジュウカラなどであった．

生息密度は，１時間あたりの個体数で示してあるが，ラインセンサスについては実施時

刻と天候に関して補正を行なった（由井1977)．プロットセンサスについては，１か所１０

分間に出現した個体数を単純に合計し１時間あたりに換算した値である．ラインセンサス

における生息密度は，１時間あたり49.1～66.9羽であり，本州のブナ林における繁殖期の

平均的な鳥類生息密度（１時間あたり40羽）と同程度かやや高い値となっている（由井

1977)．

種多様度指数は，Shannon関数によるＨ，（Ｈ，＝一ZRlog2R；Ｒはｊ種の相対優占度）

であり，数値が高いほど多様性が高いことを意味する．各センサスにおける種多様度指数
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足的に実施したもので，出現種名だけを記録し，個体数は記録しなかった．

今回の調査で，歌才ブナ林で記録された鳥類の累積種数は32種であり，：
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Ｆｉｇ．１．LocationofUtasaibeechforestinwesternHokkaido．
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Ｔａｂｌｅ１．BreedingbirdcommunityinUtasaibeechforest．
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＊：Thenumberofindividq皿lgwasnotcounted．

＋：ObservedawayfrommorBthan50m．

は3.5～４程度であり，これも本州のブナ林の平均的な値である3.5前後と同程度かやや高

い値であった（由井1977)．

Fig.２は，歌才ブナ林の鳥類群集がどのような特徴をもっているのかを明らかにする

ために，北海道と本州北部のいくつかの森林の鳥類群集との類似性を検討したものである．

類似度は木元の類似度指数C”（値が１に近いほど群集構造が似ていることを意味する）

をもちい，Mountford法でデンドログラム化してある（木元1976)．

林相と優占鳥種をＴａｂｌｅ２に示す．ここで，北海道のミズナラ林の鳥類群集について

は藤巻（1970)，針広混交林は石城・松岡（1972）の調査資料を使用した．
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Ｃ丘：Kimoto'sindexofsimilarity

Ａ：Asahikawa，
Hokkaido
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Ａ肺也

Ｈ：Kakkonda，
Ｉｗａｔｅ

Ｆｉｇ．２．Locationofstudyareasanddendrogramofsimilarityinbreedingbindcｏｍｍｕ‐

nitiesinthestudyareas、ＳｉｍilaritieswereestimatedbyKimoto，smethodandlocali‐

tieswerecombinedusingMountford'smethod．Ｃ河＝１ｍｅａｎｓｔｈｅｓａｍｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ

ｉｎｔｗｏｂｉrdcommunities・ThebreedingbirdcommunitｙｉｎＵｔａｓａｉｗａｓｍｏｒｅｓｉｍｉｌａｒ

ｔｏｔｈｏｓｅofTomakomaiandOkushirils、thanthoseofothers．

Ａｒｅａ

Table２．Standtypeanddominantbirdspecies．
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なお，歌才ブナ林の鳥類群集については，各ラインセンサスとプロットセンサスで得ら

れた個体数を単純に合計した値をもちいた．

歌才ブナ林の鳥類群集は，奥尻島のブナ林（鈴木ほか1990）や苫小牧のミズナラ林の

鳥類群集と類似性が高く，同じ渡島半島北部に位置し歌才ブナ林とは地理的に近い狩場山

のブナ林や，本州北部のブナ林のグループとは類似性が高くなかった．これは，歌才や奥

尻島のブナ林，苫小牧のミズナラ林が低地の林で，センダイムシクイやハシブトガラなど

の優占率が高い鳥類群集であるのに対し，狩場山と本州北部のブナ林は標高の高い山地林

であるため，シジュウカラやヒガラの優占率が高い鳥類群集となっているためであると考

えられる．

センダイムシクイは，北海道では標高400ｍ以下の林に生息することが知られており

(清棲1965)，狩場山においても標高400ｍ程度以下のトドマツ若齢林では最優占種になっ

ていた（鈴木祥悟未発表)．また，同種は，本州北部ではブナ帯に生息するものの，ブナ

帯下部からさらに低標高のクリ・コナラ帯にかけての林で生息密度が高くなっている（由

井1986)．なお，ハシブトガラは，前述のように日本では北海道にだけ分布し，低地の林

にも生息しており，形態的に酷似し北海道でもおもに山地帯に分布しているコガラとはす

み分けている傾向があるといわれている（環境庁1981)．

同一地域のブナ林でも，標高により鳥類群集構造に違いがあることはこれまでにも知ら

れているが（由井1989)，この点については，烏種ごとの水平・垂直分布に対応した密度

変化を，今後さらに詳細に調査する必要がある．

要約

北限地帯のブナ林である北海道黒松内の歌才ブナ林の繁殖期の鳥類群集櫛造を明らかにするために，

1986年と1989年にラインセンサスおよびプロットセンサスによる鳥類調査を行なった．のべ４日間の

調査で森林性鳥類を主体に32種を確認した．優占種はセンダイムシクイ，キビタキ，ハシブトガラや

シジュウカラであった．生息密度と種多様度指数は本州のブナ林と同程度かやや高い数値であった．

鳥類群集構造としては，北海道の低地のブナ林やミズナラ林と類似性が高く，北海道や本州の山地の

ブナ林とは類似性が高くなかった．
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由井正敏．1989．野鳥を通したブナ林の見方，守り方．私たちの自然（332）：１ト16.

BreedingbirdcommunityinthenorthemmostrangeofJapanesebeechforests

YoshinoriSuzukil，MasatoshiYuilandlsaoDate2

ThebreedingbirdcommunityofUtasaibeechforest(alti､140ｍ)inHokkaido,northern‐

mostrangeoftheJapanesebeechFtZguscreFzata,wasstudiedbybothlinetransectcensus

andplotcensusmethodsintheJｕｌｙｏｆｌ９８６ａｎｄｌ９８９、

Wefound32forestbirdspeciesduringfourdayobservations・Dominantspeciesare
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ThedensityanddiversityofbreediｎｇｂｉｒｄｓｉｎＵｔａｓａｉｗｅｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｏｒlittlehigher
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